
押川　誠
プロフィール

防衛大学校(40期)

出身地：宮崎県

前職務：陸上総隊司令部
　　　　国際協力課長

趣　味：ゴルフ

　

第
22
代
群
長　

小
山
１
佐
は
、
８
月
23
日
付
で
陸

上
幕
僚
監
部
に
異
動
と
な
っ
た
た
め
、
異
動
前
日
と

な
る
８
月
22
日
、
駐
屯
地
に
お
い
て
、
離
任
式
を
挙

行
し
た
。
離
任
に
際
し
、
「
こ
の
１
年
半
、
こ
こ
青

野
原
駐
屯
地
で
、
み
ん
な
と
一
緒
に
勤
務
出
来
て
、

本
当
に
良
か
っ
た
。
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ら
れ
、
駐
屯
地
全
隊
員
に
見
送
ら
れ
て
青
野

原
駐
屯
地
を
後
に
し
た
。

▲状況報告受け▲初度巡視に対応する第308高射搬送通信中隊長 ▲司令室において幹部挨拶

▲部隊長等による出迎え▲着任式における巡閲

▲離任式▲見送り

　

令
和
元
年
８
月
23
日
、
第
23
代　

第
８
高
射
特
科
群
長
兼
ね
て
青
野
原
駐
屯
地
司
令
と

し
て
、
陸
上
総
隊
司
令
部
か
ら
押
川　

誠　

一
等
陸
佐
が
着
任
し
た
。

　

着
任
式
に
お
い
て
押
川
１
佐
は
、
統
率
方
針
を
「
任
務
の
完
遂
」
、
要
望
事
項
を
「
な

す
べ
き
こ
と
を
な
せ
」
と
し
て
、
「
い
つ
如
何
な
る
時
も
、
任
務
を
完
遂
で
き
る
高
射
特

科
部
隊
を
創
造
す
べ
く
、
各
人
は
何
を
す
べ
き
か
を
し
っ
か
り
考
え
、
各
人
の
職
責
を

し
っ
か
り
と
果
た
し
て
も
ら
い
た
い
。
」
と
述
べ
た
。

　

着
任
式
後
、
幹
部
挨
拶
・
状
況
報
告
を
受
け
、
そ
の
後
の
初
度
巡
視
で
は
、
隊
員
に
笑

顔
で
声
を
か
け
ら
れ
る
な
ど
、
意
欲
的
に
部
隊
、
駐
屯
地
を
掌
握
し
た
。

お
し
か
わ

ま
こ
と

第
22
代
群
長　

小
山
１
佐

陸
上
幕
僚
監
部

防
衛
課
長
に
ご
栄
転

【発　行】

防 衛 協 会 青 野 原
駐 屯 地 連 合 会
青 桜 会

【印　刷】
（株）前田精版印刷

駐屯地司令要望事項
地域と共にある駐屯地

群長統率方針
任務の完遂
群長要望事項

なすべきことをなせ
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令和元年10月 1日（火）

　

駐
屯
地
は
、
８
月
５
日
か
ら

６
日
ま
で
の
間
、
近
隣
大
学
及

び
高
校
（
関
西
国
際
大
学
、
西

脇
北
高
校
、
小
野
工
業
高
校
、

社
高
校
、
吉
川
高
校
、
播
磨
農

業
高
校
、
三
木
北
高
校
、
神
戸

第
一
高
校
）
18
名
の
隊
内
生
活

体
験
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

を
支
援
し
た
。

　

参
加
者
は
、
陸
上
自
衛
隊
の

概
要
等
の
説
明
を
受
け
た
の
ち
、

基
本
教
練
、
救
急
法
、
コ
ン
パ

ス
の
使
用
法
、
露
営
及
び
格
闘

（
護
身
術
）
の
訓
練
体
験
、
営

内
に
お
け
る
生
活
体
験
を
通
じ
、

規
律
を
厳
守
す
る
自
衛
隊
生
活

の
一
端
を
体
感
し
た
。

　

あ
る
学
生
か
ら
は
「
何
も
か

も
が
刺
激
の
多
い
生
活
体
験

だ
っ
た
。
特
に
こ
れ
か
ら
の
人

生
に
お
い
て
役
に
立
つ
救
急
法

及
び
格
闘
（
護
身
術
）
が
体
験

出
来
た
事
が
非
常
に
大
き
か
っ

た
」
と
の
感
想
も
聞
か
れ
た
。

　

第
８
高
射
特
科
群
は
、
９
月
１
日
、
多
可
町
ベ
ル
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
「
令
和
元
年
度
多
可
町

総
合
防
災
訓
練
」
に
参
加
し
、
孤
立
集
落
か
ら
の
救
出
及
び
炊
き
出
し
を
実
施
し
た
。

　

救
出
訓
練
で
は
、
会
場
か
ら
約
４
㎞
離
れ
た
集
落
に
取
り
残
さ
れ
た
16
名
の
被
災
者
を
迅
速
に
輸
送
し
、
炊
き
出

し
訓
練
で
は
、
約
５
０
０
食
分
の
豚
汁
の
炊
き
出
し
を
し
て
来
場
者
に
配
食
す
る
な
ど
、
参
加
来
場
者
に
対
し
、
自

衛
隊
の
存
在
感
を
示
し
た
。

　

第
８
高
射
特
科
群
は
、
９
月
21
日
、
駐
屯
地
に
お
い
て
「
令
和
元
年
度
新
隊
員
特
技
課

程
及
び
一
般
陸
曹
候
補
生
課
程
後
期
修
了
式
」
を
実
施
し
、
新
隊
員
21
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
中
隊
へ
配
置
さ
れ
た
。
修
了
式
に
は
、
加
東
市
長
代
理　

岩
根
正
副
市
長
を
は
じ
め
、

駐
屯
地
連
合
会
長
、
各
防
衛
協
会
会
長
、
自
衛
隊
家
族
会
等
、
多
数
の
ご
来
賓
を
賜
り
、

隊
員
家
族
等
も
見
守
る
中
、
厳
粛
に
行
わ
れ
た
。
押
川
１
佐
は
式
辞
で
「
こ
れ
か
ら
、
本

教
育
で
培
っ
た
知
識
・
技
能
と
同
期
の
絆
を
基
礎
と
し
て
、
先
輩
の
指
導
に
従
い
、
更
な

る
技
術
の
向
上
と
体
力
・
気
力
の
充
実
に
努
め
、
中
隊
の
一
員
と
し
て
、
な
す
べ
き
こ
と

を
な
し
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
述
べ
、
新
隊
員
を
激
励
し
た
。

　

修
了
式
に
引
き
続
く
祝
賀
会
食
は
、
来
賓
及
び
ご
家
族
と
一
緒
に
と
り
行
な
わ
れ
、
そ

の
後
の
訓
練
展
示
で
は
、
教
育
間
、
高
射
特
科
隊
員
及
び
通
信
科
隊
員
と
し
て
の
基
礎
を

徹
底
的
に
叩
き
込
ま
れ
た
新
隊
員
達
は
、
親
元
を
離
れ
て
逞
し
く
成
長
し
た
姿
を
家
族
に

披
露
し
た
。

　

今
回
、
第
３
班
長
と
し
て
新
隊
員
の
指
導
を
担
任
し
た
渋
谷
３
曹
は
、
「
当
初
、
班
長

と
し
て
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
新
隊
員
の
職
種
特
技
の
練
度
が
日
々
向
上
し
て
い
く
に

つ
れ
て
、
自
信
と
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
く
こ
と
が
で
き
、
い
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
班
員
に
は
、
中
隊
に
配
置
さ
れ
て
も
こ
れ
か
ら
立
派
な
自
衛
官
と
し
て
前
に

進
ん
で
も
ら
い
た
い
。
」
と
、
教
え
子
達
の
今
後
の
活
躍
に
期
待
を
寄
せ
た
。

新
隊
員
後
期
教
育
修
了

隊
内
生
活
体
験
支
援

▲修了式

▲来賓の方々と記念撮影

▲家族へ教育成果を披露

308
高搬中

多
可
町
総
合
防
災
訓
練
３43
高中

▲格闘(護身術)の体験 ▲心肺蘇生法の体験

▲救出訓練

▲多可町職員と炊き出しの準備
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３
０
２
高
直
中

射
撃
競
技
会

駐
屯
地
盆
踊
り
大
会

▲大好評の餅撒き

▲地域住民、隊員及び隊員家族で総踊り

▲決勝(至近距離射撃)の様子

▲予選(基本射撃)の様子

▲パレードを先導する装飾した自衛隊車両▲大人気の試着コーナー

▲総合訓練の見学

▲術科試験練成訓練の見学

　

第
３
０
２
高
射
直
接
支
援
中
隊
は
、

８
月
28
日
、
久
代
基
本
射
場
に
お
い

て
、
中
部
方
面
後
方
支
援
隊
が
実
施

す
る
「
令
和
元
年
度
射
撃
競
技
会
」

に
参
加
し
た
。

　

競
技
に
つ
い
て
は
、
11
個
部
隊
が

参
加
す
る
予
選
リ
ー
グ
（
基
本
射

撃
）
と
予
選
リ
ー
グ
上
位
６
個
部
隊

が
進
出
す
る
決
勝
リ
ー
グ
（
至
近
距

離
射
撃
）
と
な
っ
て
お
り
、
当
日
は
、

日
頃
の
練
成
成
果
を
発
揮
し
て
、
激

し
い
争
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

第
３
０
２
高
射
直
接
支
援
中
隊
は
、

12
名
が
選
手
と
し
て
参
加
し
、
予
選

リ
ー
グ
で
見
事
４
位
に
入
り
、
決
勝

リ
ー
グ
に
進
出
し
た
。
決
勝
リ
ー
グ

の
結
果
、
６
位
で
あ
っ
た
が
、
予
選

リ
ー
グ
を
突
破
し
た
成
果
を
誇
り
に

来
年
こ
そ
は
「
優
勝
」
と
心
を
新
た

に
し
た
。

　

駐
屯
地
は
、
８
月
８
日
夕
刻
よ
り
、
駐
屯
地
を
一
般
開
放
し
、
駐
屯
地
盆
踊
り

大
会
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
藤
井
比
早
之
衆
議
院
議
員
を
は
じ
め
、
小
野
市
長
、
加
東
市
長
な
ど
、

多
く
の
来
賓
の
方
々
に
参
加
頂
く
と
と
も
に
、

隊
員
家
族
や
近
隣
住
民
な
ど
、
約
１
，
６
０

０
名
が
来
場
し
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

　

「
清
流
太
鼓
」
（
小
野
市
）
に
よ
る
太
鼓

演
奏
と
「
竹
峯
流
柳
暁
扇
会
」
（
小
野
市
）

の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
「
炭
坑
節
」

「
河
内
音
頭
」
な
ど
、
お
馴
染
み
の
曲
に
合

わ
せ
て
、
踊
り
の
輪
が
広
が
っ
た
。

　

今
年
も
駐
屯
地
連
合
会　

小
林
顧
問
か
ら

提
供
を
受
け
た
餅
を
来
賓
及
び
各
部
隊
長
が

櫓
に
上
が
り
餅
撒
き
を
実
施
し
、
集
ま
っ
た

来
隊
者
は
「
こ
っ
ち
、
こ
っ
ち
」
と
大
声
で

叫
び
な
が
ら
餅
拾
い
の
争
奪
戦
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
大
会
の
締
め
と
し
て
毎
年
恒
例
で

あ
る
約
１
０
０
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ

る
と
、
来
場
者
か
ら
歓
声
が
上
が
り
、
一
夜

の
ひ
と
と
き
が
終
了
し
た
。

駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
部
隊
見
学

　

駐
屯
地
は
、
９
月
10
日
、
今
年
度
の
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
に
対
し
て
、
駐
屯
地
及
び
青
野
ヶ
原
演
習
場
に
お
い
て
、
陸
曹
候
補
生
術

科
試
験
に
向
け
た
練
成
訓
練
及
び
新
隊
員
後
期
教
育
の
総
合
訓
練
を
公
開
し
た
。

　

陸
曹
候
補
生
術
科
試
験
に
向
け
た
練
成
訓
練
を
見
学
し
た
モ
ニ
タ
ー
の
方
は
、
「
陸
曹
に
な
り
た
い
と
い
う
意
気
込
み
を
感
じ
た
。

猛
暑
の
中
、
一
生
懸
命

訓
練
し
て
い
る
姿
に
自

衛
官
の
力
強
さ
を
感
じ

る
」
と
、
暑
さ
に
負
け

ず
訓
練
を
し
て
い
る
姿

に
感
嘆
し
た
様
子
だ
っ

た
。

　

ま
た
、
総
合
訓
練
の

見
学
で
は
、
「
演
習
場

で
訓
練
を
見
た
の
は
初

め
て
で
、
見
学
で
き
て

良
か
っ
た
。
新
隊
員
と

い
う
こ
と
で
未
熟
さ
は

感
じ
ま
す
が
、
ひ
た
む

き
に
頑
張
っ
て
い
る
姿

を
み
る
と
立
派
な
自
衛

官
に
成
れ
る
の
が
分
か

り
ま
す
」
と
述
べ
、
自

衛
官
の
育
成
の
仕
方
に

つ
い
て
、
理
解
が
深

ま
っ
た
様
子
だ
っ
た
。

３02
高直中

災
害
派
遣

活
動
に
従
事

　

第
３
０
２
高
射
直
接
支
援
中
隊
は
、
令
和
元
年
台
風
15
号
に
伴
う
千
葉

県
及
び
神
奈
川
県
の
停
電
に
よ
る
災
害
派
遣
活
動
に
従
事
す
る
た
め
、
駐

屯
地
を
出
発
し
た
。

　

９
月
16
日
、
岸
本
２
曹
以
下
４
名
が
、
炊
事
支
援
を
任
務
と
し
て
活
動

拠
点
で
あ
る
千
葉
県
館
山
市
館
山
運
動
公
園
に
向
け
出
発
し
、
17
日
に
は
、

浅
野
３
曹
以
下
４
名
が
、
入

浴
支
援
を
任
務
と
し
て
活
動

拠
点
で
あ
る
千
葉
県
南
房
総

市
丸
山
地
域
セ
ン
タ
ー
に
向

け
出
発
し
た
。

　

ま
た
、
藤
原
１
曹
以
下
４

名
が
炊
事
支
援
を
任
務
と
し

て
、
活
動
拠
点
で
あ
る
千
葉

県
館
山
市
館
山
運
動
公
園
に

向
け
出
発
し
た
。

　

災
害
派
遣
に
従
事
す
る
隊

員
は
、
物
心
両
面
の
準
備
を

万
全
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
拠
点
地
へ
向
け
駐
屯
地
を

後
に
し
た
。

※

災
害
派
遣
に
関
す
る
内
容
は
次
号
掲
載
し
ま
す
。

▲活動拠点に向け駐屯地を出発

ち
く
ほ
う
り
ゅ
う
り
ゅ
う
ぎ
ょ
う
せ
ん
か
い

小
野
ま
つ
り
支
援
３
０
２

高
直
中

　

駐
屯
地
は
、
８
月
18
日
、
小
野

市
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
に
お

い
て
、
「
第
42
回
小
野
ま
つ
り
」

を
支
援
し
た
。

　

「
地
方
車
」
と
呼
ば
れ
る
姿
に

装
飾
し
た
自
衛
隊
の
車
両
で
お
の

恋
お
ど
り
パ
レ
ー
ド
の
踊
り
子
達

を
先
導
し
た
。
４
コ
車
両
あ
る
先

導
車
の
う
ち
、
ひ
と
き
わ
大
き
い

自
衛
隊
車
両
は
、
踊
り
子
達
の
気

分
を
盛
り
上
げ
た
。

　

ま
た
、
本
支
援
に
合
わ
せ
て
、

兵
庫
地
方
協
力
本
部
と
連
携
し
て

設
置
し
た
広
報
ブ
ー
ス
で
は
、
試

着
コ
ー
ナ
ー
に
人
気
が
集
ま
る
と

と
も
に
、
来
場
者
か
ら
は
、
「
広

報
用
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
と
て
も
お
も
し

ろ
か
っ
た
。
ま
た
来
年
も
（
ブ
ー

ス
に
）
来
た
い
。
」
と
言
う
声
が

あ
っ
た
。

　

じ

か
た
し
ゃ

令和元年10月 1日（火）
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●
転　

出

補
給
統
制
本
部
（
十
条
）
へ

　

第
８
高
射
特
科
群
本
部　
　
　

１
尉　
　

曽　

根　

一　

幹

第
１
高
射
特
科
大
隊
（
駒
門
）
へ

　

第
８
高
射
特
科
群
本
部　
　
　

１
尉　
　

伊　

藤　

賢　

一

自
衛
隊
阪
神
病
院
（
川
西
）
へ

　

青
野
原
駐
屯
地
業
務
隊　
　
　

１
尉　
　

藤　

原　

い
ず
み

関
西
補
給
処
（
桂
）
へ

　

第
302
高
射
直
接
支
援
中
隊　
　

曹
長　
　

濱　

本　

安　

弘

第
２
高
射
特
科
群
（
松
戸
）
へ

　

本
部
管
理
中
隊　
　
　
　
　
　

１
曹　
　

植　

村　

宗　

詠

教
育
訓
練
研
究
本
部
（
目
黒
）
へ

　

第
339
高
射
中
隊　
　
　
　
　
　

２
曹　
　

清　

水　

真　

一

高
射
教
導
隊
（
下
志
津
）
へ

　

第
340
高
射
中
隊　
　
　
　
　
　

２
曹　
　

豊　

田　

祥　

嗣

北
部
方
面
後
方
支
援
隊
（
真
駒
内
）
へ

　

第
302
高
射
直
接
支
援
中
隊　
　

２
曹　
　

野　

田　

祐　

司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
令
和
元
年
８
月
１
日
付

●
転　

入　

第
２
高
射
特
科
団
（
飯
塚
）
か
ら

　

本
部
管
理
中
隊　
　
　
　
　
　

１
尉　
　

政　

安　

真　

一

第
８
高
射
特
科
大
隊
（
北
熊
本
）
か
ら

　

第
340
高
射
中
隊　
　
　
　
　
　

１
尉　
　

藪　

内　

勇　

介

第
２
普
通
科
連
隊
（
高
田
）
か
ら

　

青
野
原
駐
屯
地
業
務
隊　
　
　

曹
長　
　

柏　

原　
　
　

剛

中
部
方
面
後
方
支
援
隊
（
伊
丹
）
か
ら

　

第
302
高
射
直
接
支
援
中
隊　
　

曹
長　
　

森　

本　

健　

二

第
12
旅
団
付
隊
（
相
馬
原
）
か
ら

　

青
野
原
駐
屯
地
業
務
隊　
　
　

１
曹　
　

山　

下　

佳　

翁

北
部
方
面
後
方
支
援
隊
（
真
駒
内
）
か
ら

　

第
302
高
射
直
接
支
援
中
隊　
　

１
曹　
　

渡　

辺　

勇　

気

第
15
高
射
特
科
連
隊
（
知
念
）
か
ら

　

第
340
高
射
中
隊　
　
　
　
　
　

２
曹　
　

山　

根　

太　

一

栃
木
地
方
協
力
本
部
か
ら

　

本
部
管
理
中
隊　
　
　
　
　
　

３
曹　
　

田　

村　

由　

美

第
３
高
射
特
科
群
（
飯
塚
）
か
ら

　

第
339
高
射
中
隊　
　
　
　
　
　

３
曹　
　

石　

本　
　
　

章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
令
和
元
年
８
月
１
日
付

●
第
５
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

　

第
338
高
射
中
隊　
　
　
　
　
　

１
曹　
　

村　

上　

正　

俊

　
　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
曹　
　

久　

後　

智　

裕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
令
和
元
年
８
月
８
日
付

●
第
５
級
賞
詞
（
車
両
無
事
故
）

　

第
338
高
射
中
隊　
　
　
　
　
　

３
曹　
　

久　

後　

智　

裕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
令
和
元
年
８
月
８
日
付

●
第
14
期
Ｓ
Ａ
Ｍ
電
気
機
械
整
備
課
程

　

金
賞

　

第
302
高
射
直
接
支
援
中
隊　
　

３
曹　
　

楠　

田　

貴　

治

●
第
14
期
Ｓ
Ａ
Ｍ
射
統
器
材
整
備
課
程

　

金
賞

　

第
302
高
射
直
接
支
援
中
隊　
　

３
曹　
　

東　
　
　

侑　

希

●
第
29
回
中
部
地
区
自
衛
隊
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

最
優
秀
選
手

　

第
340
高
射
中
隊　
　
　
　
　
　

士
長　
　

玉　

井　
　
　

篤

本
部
管
理
中
隊

　
　
　
　
　

２
士　
　

柳　

田　

夏　

輝

　
　
　
　
　

２
士　
　

田　

中　

雅　

規

　
　
　
　
　

２
士　
　

三　

木　

乃　

杏

第
338
高
射
中
隊

　
　
　
　
　

２
士　
　

仲
宗
根　

優　

汰

　
　
　
　
　

２
士　
　

富　

浦　
　
　

卓

　
　
　
　
　

２
士　
　

小　

松　

香　

月

　
　
　
　
　

２
士　
　

長　

坂　

こ
の
み

第
339
高
射
中
隊

　
　
　
　
　

２
士　
　

寺　

西　

優　

磨

　
　
　
　
　

２
士　
　

曽　

谷　

彩　

野

　
　
　
　
　

２
士　
　

生　

駒　

賢
志
郎

　
　
　
　
　

２
士　
　

真　

島　

雄　

佑

第
340
高
射
中
隊

　
　
　
　
　

２
士　
　

河　

口　

友　

哉

　
　
　
　
　

２
士　
　

藤　

本　

泰　

一

　
　
　
　
　

２
士　
　

鈴　

木　

哲　

矢

　
　
　
　
　

２
士　
　

牧　

村　

菜
々
花

第
343
高
射
中
隊

　
　
　
　
　

２
士　
　

太　

田　

将　

司

　
　
　
　
　

２
士　
　

竹　

内　

洸　

成

　
　
　
　
　

２
士　
　

今　

田　

士　

温

　
　
　
　
　

２
士　
　

佐　

藤　

し
ず
か

第
308
高
射
搬
送
通
信
中
隊

　
　
　
　
　

２
士　
　

福　

原　

未　

桜

　
　
　
　
　

２
士　
　

飯　

尾　

徳
友
輝

　
　
　
　
　

２
士　
　

田　

島　

佳　

奈

第
302
高
射
直
接
支
援
中
隊

　
　
　
　
　

２
士　
　

塚　

原　

美　

香

　
　
　
　
　

２
士　
　

藤　

田　

夕　

海

　
　
　
　
　

２
士　
　

中　

井　

和　

馬

　
　
　
　
　

２
士　
　

久　

保　

勇　

人

転
　
　
出
　
　
入

新
　
隊
　
員
　
配
　
置

賞
　
詞
　
受
　
賞
　
者

課
程
教
育
等
成
績
優
秀
者

部
　
内
　
外
　
大
　
会
　
活
　
躍

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
　
末 

永 

く 

お 

幸 

せ 

に

　

防
衛
協
会
青
野
原
駐
屯
地
連
合
会
は
、
８
月
24
日
か
ら

25
日
の
間
、
東
富
士
演
習
場
に
お
い
て
、
「
令
和
元
年
度

富
士
総
合
火
力
演
習
」
を
研
修
し
た
。
研
修
に
は
、
各
市

町
防
衛
協
会
員
が
多
数
参
加
し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
国
内
最
大
規
模
を
誇
る

実
戦
さ
な
が
ら
の
演
習
を
目
に
し
た
参
加
者
ら
は
、
戦
車

砲
及
び
火
砲
な
ど
の
大
き
な
発
射
音
に
耳
を
ふ
さ
ぎ
な
が

ら
も
、
設
置
さ
れ
た
目
標
に
見
事
命
中
す
る
度
、
大
き
な

歓
声
を
上
げ
、
各
装
備
品
の
能
力
と
そ
れ
ら
を
使
い
こ
な

す
隊
員
の
技
術
と
練
度
の
高
さ
に
、
驚
い
た
様
子
で
あ
っ

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
戦
車
砲
は
想
像
以
上
に
音
が
大
き

く
迫
力
が
あ
り
、
命
中
精
度
の
高
さ
に
び
っ
く
り
し
た
」

と
感
動
し
た
様
子
で
あ
っ
た
。

　

篠
山
市
防
衛
協
会
は
、
８
月
７
日
、
丹
波
篠
山
市
民
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
「
令
和
元
年
度
篠
山
市
防
衛
協
会
総

会
」
を
実
施
し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
30
年
度
事
業
及
び
決
算
報
告
、
令
和

元
年
度
の
事
業
等
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
の
議
案

も
滞
り
な
く
承
認
さ
れ
た
。

　

こ
の
祭
、
５
月
１
日
の
丹
波
篠
山
市
の
市
名
変
更
に
伴

う
「
丹
波
篠
山
市
防
衛
協
会
」
へ
の
名
称
変
更
も
承
認
さ

れ
た
。 富

士
総
合
火
力

　
演
習
研
修

防
衛
協
会

　
定
期
総
会

▲155㎜りゅう弾砲(FH70)の射撃

退 官 者 紹 介退 官 者 紹 介
永年のご勤務お疲れ様でした

青野原駐屯地業務隊
3等陸尉
坂江　聡
令和元年9月20日付

青野原駐屯地業務隊
准陸尉

濵田　泰宏
令和元年9月16日付

青野原駐屯地業務隊
3等陸尉

瀧田　正治
令和元年9月14日付

第8高射特科群
3等陸尉
宇都　忍
令和元年8月15日付

　

８
月
の
定
期
異
動
で
広
報
班
へ
配
属
さ

れ
ま
し
た
田
村
３
曹
で
す
。

　

出
身
は
栃
木
県
で
す
。
初
め
て
の
関
西

勤
務
と
な
り
ま
す
が
元
気
一
杯
頑
張
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

広
報
陸
曹
の
紹
介

●
８
月
11
日

　

302
高
直
中　

２
曹　

中　

武　

瑛　

志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
杉
田
）
鈴　

奈
さ
ん

●
８
月
11
日

　

302
高
直
中　

３
曹　

岡　

村　

拓　

海

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
筑
）　

美　

風
さ
ん

み

か
ぜ

れ
い

な

お誕生おめでとう
ございます!
●8月6日誕生
本管中
2曹

弘　中　喜　明
(長男）康太くん

こう た ま なつ

●8月8日誕生
　302高直中

3曹
香　川　昇　平
(長男）聖夏くん

青 野 原
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第97号 令和元年10月1日（火）
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